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おり，固定支持条件を模したものである．Type Bは周囲を 8本の細い梁によって支持されており，Type Cは16
本の細い梁によって支持されており，それらは単純支持条件を模したものである．また，Type BとType Cは梁
の全体的なバネ定数は同じである．Type Aの共振振動時の最大変形の時の変形形状は放物面と 400 nm，Type B


























リコン層をDeep reactive ion etching（RIE）により除去する．製作した焦点可変スキャナの焦点変調範囲，走査角
度，変形ミラーのダイナミックデフォメーション等を評価した．焦点可変範囲は 300 Vを印加した場合，-523 mm





















タンスは 31 mmで，7 kHzで焦点可変ミラーを駆動した時に 310 μmの測定範囲を得た．また，20 μm程度の段差
の測定を行い，3 μm程度の精度で測定することができた．測定全範囲での線形誤差は-1.1%から1.2%であり，分
解能は 4.4 μmであった．測定速度は焦点可変ミラーの駆動周波数で与えられ，従来の 3.5倍の測定速度を実現し
た． 
 第8章では結言が記述されている．本研究では 1章で述べられた問題を解決するため，新規の焦点可変ミラー
や焦点可変スキャナを提案し，実現した．さらに，焦点可変ミラーを共焦点レーザー変位センサへ応用し，有用
性を実証した．すなはち，これらの研究はレーザー計測装置等の発展に寄与すること考えることができる． 
 
